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●サンゴを守るカニ 

-サンゴガニ(オウギガニ科)の仲間- 

 蒸し暑い日が続いています。風のとお 

る日かげにいるぶんには気持ちいいくら 

いですが、風のないところでは、肌がじっ 

とりと汗ばんできて、こういう時は涼しい 

水の中にすむ生き物たちがうらやましくな 

ります。こういうことを言うと、｢食べ物を探 

したり、他の生き物に食べられないように 

逃げ回ったり、こっちもずいぶん大変な 

んだよ」という生き物たちの声が聞こえて 

きそうですが、中にはとても“いいくらし” 

をおくっている生き物がいます。今回は、 

その生き物の話をしましょう。 

阿嘉島のまわりには、わかっているだ 

けでもおよそ 250 種というたくさんのサン 

ゴがすんでいます。その形もさまざまで、 

木の枝のような形のものや、ドーム型のも 

の、岩にべったりと張り付いた平らなもの 

もいます。今回お話しする生き物は、そ 

の中でも、枝のような形をしたサンゴにす 

んでいて、その名も“サンゴガニ”というカ 

ニの仲間です。本当は、「サンゴガニ」と 

いうのはごく限られた小さなグループの 

名前なのですが、サンゴにすむその他の 

カニもほとんどが「サンゴガニ」と同じオウ

ギガニ科のカニで、同じようなくらしをして 

いるので、今回はそれらのサンゴにすむ 

カニをまとめて“サンゴガニ”と呼ぶことに 

します。さて、その“サンゴガニ”たちは、 

ふつう甲らの幅が 1～1.5cm、大きくても 

2cm くらいの小さなカニで、その小ささを 

生かしてサンゴの枝の細いすき間にはい 

り込んでくらしています。カニを食べるよう 

な大きな魚などは、このすき間に入り込 

むことができませんから、サンゴガニたち 

にとってサンゴの固い枝のすき間は、安 

心してくらすことのできるかくれ家なので 

す。私たちが手を出しても、すばやく枝の 

奥の方にもぐり込んでしまいますし、棒で 

ひっかき出そうにもでこぼこしたサンゴの 

表面にしっかりと足でしがみつくので、サ 

ンゴをこわさないかぎりつかまえることはで 

きないでしょう。 

いくつかの種類のサンゴを観察してみ 

ると、サンゴガニにも住みかとするサンゴ 

に好き嫌いがあるらしく、枝のような形を 

したサンゴでもコモンサンゴやハマサンゴ 

の仲間にはすんでおらず、逆にハナヤサ 

イサンゴやミドリイシの仲間ではよく見か 

けました。ちょっと探しただけでも、朱色 

のサンゴガニ、淡いピンク色のカバイロサ 

ンゴガニ、目と目の間の甲らに黒い線の 

あるクロエリサンゴガニ、紅いあみ目模様 

のアミメサンゴガニなど色あざやかなもの 
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くさん見つけることができました。このカニ 

たちは、いったい何を食べているのでしょ 

うか。エサをとるときには、サンゴから出て 

くるのでしょうか。海の中で見ていても、 

研究所の水槽の中のものを観察していて 

も、いっこうにサンゴから出てくる様子は 

ありません。実は、このカニたちは、サン 

ゴの出す粘液
ねんえき

を食べているのです。だか 

ら、サンゴの枝の間にいながらにして、エ 

サをとることができるのです。安全な住み 

かの中に食べ物がどんどん出てくるので 

すから、こんなにいいことはありません。 

 サンゴガニはこうしてサンゴから住みか 

と食べ物をもらってくらしていますが、こ 

れはサンゴが元気に生きているおかげで 

す。ですから、おかえしにサンゴガニはサ 

ンゴが元気にくらせるように手助けをして 

います。たとえば、ハナヤサイサンゴにす 

むサンゴガニは、サンゴの敵を追いはら 

おうとします。オニヒトデはサンゴを食べ 

る生き物として有名ですが、このオニヒト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デがやってくると、サンゴガニは自分の何 

十倍もあるこの生き物に対して、ハサミで 

トゲをはさんだり、足を切ったりして激しく 

攻撃します。すると、やがてオニヒトデは 

サンゴを食べるのをあきらめて立ち去っ 

ていくのです。また、このあいだ研究所で 

サンゴを飼育していたところ、まわりのサ 

ンゴは元気がないのに、いくつかのサン 

ゴだけが元気の良いことがありました。そ 

して、よく見ると元気なサンゴにはサンゴ 

ガニがくらしていました。はっきりしたこと 

はわかりませんが、サンゴガニがエサを 

食べたり動き回ったりすることでサンゴの 

表面が掃除されて、それでサンゴが元気 

でいられたのかもしれません。 

 このように、サンゴガニが生きていくた 

めにはサンゴが必要ですし、サンゴが元 

気にくらす上でサンゴガニは大切な生き 

物です。小さくてちょこちょこと動き回るサ 

ンゴガニと大きく育ち動くことのできない 

サンゴは、その能カや性質はずいぶん違 

っていますが、違っているからこそ、お互 

いに助け合って生きているのです。 

 

●阿嘉島の海より 

-サンゴの産卵- 

前回のアムスルだよりで予想したとおり、 

阿嘉島周辺では、5 月の満月から 7,8 日後 

の 5 月 25,26 日に一部のミドリイシが産卵し 

ましたが、多くは 6 月の満月から 1,2 日前 

の 6 月 15,16 日に産卵しました。また、座 

間味島では阿嘉島より 1 日遅い 6 月 17 日 

の満月の夜に大規模な産卵が見られた 

との貴重な情報をいただきました。8 月の 

満月の頃には、他の種類のミドリイシや 

多くのキクメイシ類が産卵する他、新月の 

頃に産卵するサンゴもいます。これからも、 

皆様からの産卵情報をお待ちしています。 


